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物質開拓で創り出すトポロジカル量子物性

高精度電気・熱輸送測定高品質単結晶合成

極小スキルミオンによる
創発物性の開拓

非共面磁気構造中における
ワイル電子の量子輸送

トポロジカルマグノン分散と
固体中の素励起における量子位相

極小スキルミオンは巨大な創発磁場を生み出します。
空間反転対称性の保たれた物質中において極小スキ
ルミオンによる巨大応答を探索します。

非共面磁気構造は実空間において、ワイル電子は波
数空間において巨大な創発磁場を生み出します。空間
反転対称性の破れた磁性ワイル半金属において新奇
量子輸送特性の観測を目指します。
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RAlSi/RAlGe

(R=希土類)

熱ホール効果測定により、電子のみにとどまらず、スピ
ン波など固体中の様々な準粒子における量子位相の
振舞いを解明します。

スキルミオン相における巨大トポロジカルホール効果 ワイル電子による巨大異常ホール効果 固体中の様々な素励起における量子位相
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小型試料用 (~0.5 mm)：

大型試料用 (~2 mm)：
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Gd3Ru4Al12におけるスキル
ミオン スピンボルテックス

フォトンファクトリー（つくば）
での共鳴弾性X線散乱測定
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エネルギー分散

トポロジカル半金属

熱電効果 WADATI Lab.YAMASAKI Lab.多彩な磁気相の実現と制御

NdAlSiにおけるネルンスト効果 GdAlSiにおける異方性磁気抵抗効果

Cycloid

Proper-screw

b

a

c

q

q×2

ka

kb

Σ

Σ

β

kc = 0

状態密度 散乱時間

Seebeck効果：
単一キャリアモデル

ワイル電子の散乱時間が磁気的な相互作用により
変調され、ネルンスト効果が増大することを発見しました。

共鳴弾性X線散乱測定により、らせん磁気構造を観測しました。さらに、
異方性磁気抵抗により、磁場によるqベクトルの向きの制御を実現しました。

→「らせん磁性スピントロニクス」→「エネルギーハーベスティング技術」
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